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９月１日の「防災の日」に先立ち、当院にて８月２６日（火）消防防災
訓練が行われました。火災時の初期対応には職員自らによる活動が重要
になることから、出火を想定した通報訓練や初期消火訓練、患者さんの
避難誘導訓練が行われました。続いて救助袋を使った避難訓練、消化栓
による放水訓練などが繰り広げられました。
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●
今
回
は
、「
大
腸
癌
」
に
つ
い
て
、外
科
の
小
林
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。�

だ い �

が ん �

ちょう�

2

癌
検
診
の
是
非
は
い
ろ
い
ろ
問
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
昨
年　

月
に
厚
生
労
働
省
の

１２

研
究
班
が
ま
と
め
た
癌
集
団
検
診
の
効
果

で
、
大
腸
癌
と
子
宮
頚
癌
は
、﹇
A
﹈（
十

分
な
根
拠
を
持
っ
て
死
亡
率
減
少
効
果
あ

り
）
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
大

腸
癌
検
診
と
子
宮
癌
検
診
の
有
効
性
は
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
視
触
診
に
よ

る
乳
癌
検
診
は
、﹇
C
﹈（
死
亡
率
減
少
効

果
な
し
）
と
評
価
さ
れ
そ
の
有
効
性
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
状
は
図
１
に
示
し
ま
し
た

よ
う
に
当
科
で
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
い

た
大
腸
癌
患
者
様
の
癌
発
見
時
の
症
状
の

う
ち
、便
潜
血
陽
性（
便
に
血
液
が
混
じ
っ

て
い
る
）
か
ら
診
断
さ
れ
た
患
者
様
は
相

変
わ
ら
ず　

％
を
切
っ
て
い
ま
す
。
便
潜

１０

血
陽
性
か
ら
癌
診
断
に
至
ら
な
い
要
因
は

２
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
第
１
点
は
、
受

診
者
数
と
要
精
密
検
査
の
方
の
受
診
率
の

問
題
で
す
。
す
な
わ
ち
住
民
の
方
の
意
識

の
問
題
で
す
。　

歳
以
上
の
小
笠
地
区
の

４０

住
民
の
ど
れ
く
ら
い
の
方
が
便
潜
血
の
検

査
を
受
け
て
お
ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
あ
る
県
で
は
住
民
の　

％
の
方
が
受

４２

け
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら

く
こ
の
数
値
は
高
い
方
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
陽
性
（
便
に
血
液
が
混
じ
っ
て
い

る
）
の
結
果
を
受
け
て
も
放
置
さ
れ
て
い

る
方
が
か
な
り
み
え
ま
す
。
確
か
に
大
腸

の
検
査
と
言
う
と
下
剤
の
負
担
か
ら
検
査

の
つ
ら
さ
ま
で
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

受
け
た
く
な
い
の
は
よ
く
分
か
り
ま
す

が
、
最
近
は
内
視
鏡
検
査
を
担
当
す
る
医

師
の
技
術
も
上
が
り
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者

様
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
第

２
点
は
、
医
療
機
関
の
精
密
検
査
を
こ
な

す
マ
ン
パ
ワ
ー
で
す
。
な
ん
と
言
っ
て
も

早
期
発
見
に
は
、
バ
リ
ウ
ム
の
注
腸
検
査

よ
り
は
内
視
鏡
検
査
が
優
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
便
潜
血
陽
性
患
者
様

に
内
視
鏡
検
査
を
施
行
す
る
ま
で
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
揃
え
る
こ
と
は
、
当
院
に
限

ら
ず
全
国
的
に
ま
だ
ま
だ
難
し
い
よ
う
で

す
。大
腸
癌
で
亡
く
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

患
者
様
の
意
識
改
革
と
医
療
機
関
の
充
実

で
は
、
こ
こ
で
ど
れ
く
ら
い
検
診
が
有

効
な
の
か
を
当
科
で
の
実
際
の
デ
ー
タ
を

使
っ
て
説
明
し
ま
す
。
１
９
９
０
年
１
月

か
ら
２
０
０
２
年　

月
ま
で
に
当
科
で
治

１２

療
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
大
腸
癌
患
者
様

は
５
４
２
名
で
す
。
そ
の
う
ち
便
潜
血
陽

性
か
ら
大
腸
癌
と
診
断
さ
れ
た
方
は　

名
８９

（　

・
４
％
）
で
、
残
り
の
４
５
３
名
の
方

１６
は
腹
痛
、
下
血
、
便
通
異
常
な
ど
の
症
状

が
あ
っ
て
か
ら
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。　
８９

名
の
便
潜
血
陽
性
か
ら
診
断
さ
れ
た
方
の

う
ち
、
病
期
０
（
１
０
０
％
治
癒
）
の
方

は　

名
（　

％
）、
さ
ら
に
リ
ン
パ
節
に
は

２４

２７

転
移
を
認
め
な
い
病
期
１
（
当
科
で
の
再

発
率
は
約
５
％
）
の
方
も　

名
で
、
こ
れ

２４

ら
の
数
値
は
統
計
学
的
に
も
症
状
が
あ
っ

て
か
ら
診
断
さ
れ
た
方（
病
期
０
…　

名
、

２８

６
・
２
％
、
病
期
１
…　

名　

・
８
％
）
よ

４９

１０

り
明
ら
か
に
高
い
数
値
（
図
２
）
で
あ
り
、

検
診
か
ら
診
断
さ
れ
た
方
は
、
よ
り
早
い

段
階
で
診
断
さ
れ
、
よ
り
治
癒
し
や
す
い

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
病
期
０
で
内

視
鏡
で
腫
瘍
が
取
り
切
れ
れ
ば
、
手
術
し

な
く
て
も
治
り
ま
す
。
ま
た
、
病
期
１
な

が
重
要
で
す
。
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3

ら
部
位
に
よ
っ
て
は
腹
腔
鏡
下
手
術
で
対

応
で
き
、
手
術
の
後
が
短
期
的
に
も
長
期

的
に
も
楽
で
す
。

毎
日
自
分
の
便
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
絶
対
に
便
潜
血
検
査
（
便
に
血
液

が
混
じ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
査
）
を

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
日
自
分
の
便
を
観
察
で
き
る
人
で

も
便
に
血
が
混
じ
っ
た
り
、
便
潜
血
陽
性

の
方
は
、「
痔
」
だ
と
思
い
こ
ま
ず
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
当
院
は
私
、
小
林
が
指
導
医
と

し
て
大
腸
肛
門
病
学
会
の
専
門
医
修
練
施

設
に
認
定
さ
れ
、
さ
ら
に
当
科
は
大
腸
癌

研
究
会
に
も
所
属
し
、
全
国
の
大
腸
癌
専

門
施
設
と
治
療
成
績
の
交
換
を
行
い
最
新

の
大
腸
癌
医
療
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
今
後
も
最
先
端
の
医
療
を
こ
こ
小
笠

地
区
の
方
々
に
も
提
供
し
て
い
き
た
い
所

存
で
す
の
で
、
皆
様
安
心
し
て
受
診
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
直
腸
癌
の
最
近
の
手
術
内
容

を
見
て
み
ま
す
。
直
腸
癌
と
言
う
と
、
す

ぐ
に
人
工
肛
門
に
結
び
つ
い
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
数
年
機
械
の
進
歩
と

日
本
全
国
の
直
腸
癌
の
臨
床
研
究
か
ら
下

部
直
腸
（
肛
門
に
近
い
直
腸
）
で
も
、
か

な
り
の
確
率
で
肛
門
温
存
が
可
能
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
当
科
で
の
下
部
直
腸
癌
の

治
療
内
容
を
示
し
ま
す
。
全
国
的
に
は
下

部
直
腸
癌
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
当
科
で
は
昨
年
増
加
し

て
結
局
大
腸
癌
全
体
の
中
で
は　

％
前
後

２０

を
占
め
て
い
ま
す（
図
３
）。
術
式
の
変
遷

で
は　

年
代
前
半
で
ほ
と
ん
ど
人
工
肛
門

９０

と
な
っ
て
い
た
手
術
が
、
２
０
０
２
年
で

は
完
全
に
切
除
で
き
、
人
工
肛
門
と
な
っ

た
手
術
（
腹
会
陰
式
直
腸
切
断
術
）
は
ゼ

ロ
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
４
）。す
な
わ
ち
、

完
全
に
切
除
可
能
で
あ
っ
た
下
部
直
腸
癌

の
方
は
、
全
員
の
方
が
吻
合
す
る
手
術
が

で
き
、
自
然
肛
門
か
ら
の
排
便
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。

で
も
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
骨
盤
内
の
見
え
な
い
箇
所
で
の
手
術

操
作
で
す
の
で
、
縫
合
不
全
と
い
う
合
併

症
も
出
て
き
ま
す
。
そ
の
頻
度
は　

％
で

１０

す
。
１
割
の
方
に
し
ば
ら
く
の
間
、
食
事

が
と
れ
な
い
時
間
を
強
い
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
全
員
の
方
が
治
癒
し
自

然
肛
門
か
ら
の
排
便
が
で
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
肝
心
な
癌
の
治
療
と
し
て
の
優
劣

は
、局
所
再
発
の
点
か
ら
は
全
く
劣
ら
ず
、

癌
を
残
し
て
吻
合
す
る
こ
と
は
な
く
、
安

全
域
を
持
っ
て
吻
合
で
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、さ
ら
に
技
術
が
進
歩
し
て
も
、

病
状
の
進
行
か
ら
人
工
肛
門
に
な
ら
ざ
る

�
�
�
�

を
得
な
い
方
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
最
先
端
で

は
外
肛
門
括
約
筋
を
切
っ
て
吻
合
す
る
手

術
が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
局
所
再

発
の
問
題
と
肛
門
括
約
筋
の
機
能
の
問
題

か
ら
当
科
で
は
今
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
こ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
さ
れ

患
者
様
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
く
れ
ば
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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勤

労
体
験
を
通
じ
て
働
く
こ
と
の
大
切

さ
を
知
り
、
今
後
の
学
習
に
役
立
て
よ
う

と
、
今
年
は
市
内
３
中
学
校
・
他
町
１
中

学
校
か
ら
７
月
、
８
月
に　

人
の
中
学
生

２０

が
当
院
の
職
場
を
体
験
し
ま
し
た
。

リ
ネ
ン
室
で
の
洗
濯
物
の
整
理
や
院
内

の
清
掃
、
医
療
助
手
の
手
伝
い
な
ど
職
場

の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

働
く
人
々
に
接
し
、
そ
の
姿
や
意
見
を

見
聞
き
す
る
こ
と
で
、
社
会
生
活
・
職
業

生
活
を
営
む
上
で
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
白
衣
と
帽
子
を
貸
与
さ
れ

た
高
校
生
は
午
前
中
、
院
長
・
看
護
部

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
看
護
の
仕

事
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
で
学
習
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
１
年
目
、
２
年
目
、
３

年
目
の
先
輩
看
護
師
か
ら
「
看
護
師
に

な
っ
た
動
機
や
看
護
学
校
で
の
生
活
、

看
護
師
に
な
っ
て
か
ら
の
で
き
ご
と
」

な
ど
の
話
を
聞
き
、
院
内
の
見
学
を
し

ま
し
た
。

午
後
は
看
護
体
験
に
入
り
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
病
棟
に
出
向
き
ま
し

た
。
脈
拍
や
血
圧
測
定
・
血
糖
値
の
測

定
を
体
験
し
た
り
、
実
際
に
患
者
さ
ん

の
足
を
洗
う
な
ど
し
ま
し
た
。
産
婦
人

科
病
棟
で
は
沐
浴
を
見
学
し
た
後
、
一

人
ひ
と
り
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
み
ま
し

た
。

護
実
務
を
体
験
し
て
看
護
師
の
果

た
す
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

将
来
魅
力
あ
る
看
護
師
さ
ん
に
な
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
、
７
月　

日（
水
）当
院

３０

で
一
日
ナ
ー
ス
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
は
、
県
西
部
地
区
の
７
校
か

ら
２
年
生
の
女
子
高
校
生　

人
が
参
加

１４

看

募集�募集�
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第１２回目　９月２０日（土）　午後２時～４時
 食事療法①基本食　� 講師　栄養士
第１３回目　１０月１８日（土）　午後２時～４時
 食事療法②合併症の食事　� 講師　栄養士
第１４回目　１１月１５日（土）　午後２時～４時
 薬物　� 講師　薬剤師
第１５回目　１２月２０日（土）　午後２時～４時
 生活指導①自己管理　� 講師　看護師
第１６回目　１月１７日（土）　午後２時～４時
 生活指導②心理的アプローチ　� 講師　看護師
掛川市立総合病院　１階　サロン講義室
掛川市内及び小笠郡内のコメディカルスタッフ
無料�但し、テキストについては各自ご用意ください
小笠ＣＤＥ会　幹事代表　榛村通江
掛川市立総合病院３階西病棟看護師長
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●と　き

●ところ
●対　象
●参加料
●申・問
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バス停　　�
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（ヘリポート）�

駐車場周辺�
整備工事�

健康のひろば（９月号）

5

平成１５年９月から１２月まで、当院駐車場周辺整備工

事を行います。これは、ヘリポート（ドクターヘリ離

着陸地）北側にある駐車場のアスファルト舗装とヘリ

ポートの整備及び玄関通路を舗装するものです。

ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
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の
病
棟
デ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
携
帯
電
話

の
使
用
が
で
き
ま
す
。

���
９月１７日（水）
午後７時から８時３０分
���
掛川市立総合病院１階　サロン講義室
���
　肝臓病に関心のある方、
肝臓病でお悩みの方とそのご家族
���　無料
����総合診療科�柳正弘医師
 他、薬剤師・栄養士・看護師
�� 　�� 　掛川市立総合病院　� 22-6211

消化器科外来（内線303）
申込不要。筆記用具を持参の上、
直接会場へお越しください。
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院
内
で
は
、
携
帯
電
話
の
使
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

携
帯
電
話
の
電
源
を
入
れ
た
状
態
で

は
、
医
療
機
器
等
に
誤
作
動
を
与
え
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
方
へ

の
ご
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
院
内

で
は
携
帯
電
話
の
電
源
を
切
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

但
し
、
２
階
、
３
階
、
４
階
、
５
階

使
用
の
場
合
は
各
病
棟
デ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
！

掛
川
市
総
合
病
院　
2
2
�
6
2
1
1

病
院
総
務
課
庶
務
係
（
内
線
7
2
2
）

問

掛川市総合病院　22�6211
病院総務課（内線726）

問

���
１０月５日（日）
午前１０時から午後１時
���
徳育保健センター食育の部屋
���
　腎臓病でお悩みの方とその家族
���　無料
����２０名　定員になり次第締め切り
�� 　�� 　掛川市立総合病院　� 22-6211

栄養管理室（内線270）

��������	
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���������	
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��������	
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募集�募集�

�������

���
９月２７日（土）
午後１時３０分から３時３０分
���
掛川市立総合病院外来棟　検診室
���
　胎動を感じる頃の妊娠２０週以後
の方とそのご家族 ２０組４０名

���　無料
��� 掛川市立総合病院助産師
�� 　�� 　掛川市立総合病院　� 22-6211

産婦人科外来（内線760）
３階西病棟　(内線531）
９月１９日（金）までに電話で申し込み
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募集�募集�
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◇
非
常
勤
看
護
師
（
７
／　

付
）

３１

牧
野
邦
江　

外
科

◇
非
常
勤
医
療
補
助
（
７
／　

付
）

３１

横
井
幹
枝　

５
階
東

■
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

�

�

�

�

��������	
��

��������	




6

前月対比人　　　　数区　　　分

＋1,650名延べ 27,107名
外 来患  

者  
数

＋20名１ 日 平 均 1,232名

＋60名延べ 12,225名
入 院

－12名１ 日 平 均 394名

－6名6名男 の 子赤
ち
ゃ
ん
誕
生

＋1名10名女 の 子

－5名16名計

－2名14名１ 泊 ２日 コ ー ス人
間
ド
ッ
ク
受
診

＋45名725名日帰りコース

＋43名739名計

病
院
の
概
況　
７７７７７７７７７７７７７７７７
月月月月月月月月月月月月月月月月
７
月

健
康
の
ひ
ろ
ば 　
号　
　

・
９
・
１
発
行

２３４

１５

〒
四
三
六
�
八
五
〇
二　

掛
川
市
杉
谷
七
二
一  
�（
〇
五
三
七
）二
二
�
六
二
一
一

掛
川
市
立
総
合
病
院　
 
F
A
X（
〇
五
三
七
）二
四
�
二
五
三
九

あ と が き

健康のひろば（９月号）

■各科外来担当医師一覧表（９月予定）■
★受付時間　新患の方……午前８時１５分～１１時００分　　再診の方……午前７時３０分～１１時００分
★診療時間　　　　　……午前８時３０分～　※緊急手術や、学会等への出席のため、担当医師の変更や休診する場合があります。

9月の「腎臓病教室」
と　き　９月８日（月）～１２日（金）　午後３時から
ところ　掛川市立総合病院１階研究室
●申 　●問 　内科外来看護師まで

病
院
対
抗
の
球
技
大

会
で
、
今
年
は
な
ん
と

男
女
揃
っ
て
県
大
会
に

出
場
。
は
り
き
っ
て
、

静
岡
の
会
場
に
向
か
い

ま
し
た
が
、
あ
え
な
く

敗
退
。
残
念
で
す
。

ケ
ガ
も
な
く
、
無
事

帰
っ
て
い
く
皆
さ
ん
に

ほ
っ
と
し
な
が
ら
、

た
っ
た
一
試
合
で
、
次

の
日
ダ
ウ
ン
気
味
の
自

分
に
シ
ョ
ッ
ク
！　

体

力
不
足
を
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。
�
●す
 

お　知　ら　せ金木水火月診　療　科
●◯◯／◯◯は午前／午後
●血液内科の診察は午後
●若井�は「睡眠時無呼吸い
びき」の特殊外来のみ：午前

�　 柳◯総 

八　 島◯腎 
茶　 谷◯糖 
山　 本◯腎 

／中村◯血 

渡　 邉◯新 
福　 田◯腎 
／茶谷◯糖 
山　 本◯腎 
五　 島◯総 
若　 井◯神 

佐々木◯新 
福　 山◯新 
八　 島◯腎 
茶　 谷◯糖 
五　 島◯総 
渡　 邉◯糖 

　　　　
八　 島◯腎 
福　 山◯糖 
茶　 谷◯糖 
山　 本◯腎 

若井◯特  ／小林◯血 

西　 尾◯新 
鮫　 島◯総 
福　 田◯腎 
福　 山◯糖 
五　 島◯総 
／渡邉◯糖 
若　 井◯神 

１
２
３
５
６
７
１２

内 科

鮫　 島
宇 都 宮

�　 柳◯総 
森 井

鮫　 島
荒 川

�　 柳◯総 
宇 都 宮

森　 井
荒　 川

８
１０

消 化 器 科

樋 口水 野岡 本樋 口水 野１１呼 吸 器 科
●ペースメーカークリニックは
第２・３火曜日午後

●木曜日吉田・長岡は特別予約のみ

長 岡
山 田

吉 田
大 橋
長 岡

吉 田
大 矢

長 岡
山 田 

吉 田
大 矢

１
２
３

循 環 器 科

●（　）内専門外来（午前中）を
併設しています

羽　 藤
（呼吸器・血管）
坪 井

小 林
（大腸・肛門）

小　 林
（大腸・肛門）
伊 藤
（消化器・小児）
羽 藤
（乳腺・内分泌）

神　 谷
（肝胆膵・小児）
羽 藤
（呼吸器・血管）

伊 藤
（消化器・小児）
中 山

神 谷
（総　合）
小　 林
（消化器）

１

２

３

外 科

●形成外科は第２・４金曜日
午後１時３０分～（要予約）

中 村

磯 部

（書類診察）
宮 城
小 林

中 村

柴 田

（股関節健診）
小 林
磯 部

中 村
宮 城
柴 田

１
２
３

整 形 外 科

●火・木・金曜日は妊婦検診
の午後診察（予約制）

交 代 制

戸 田

戸 田
白 岩
白 岩

交 代 制
交 代 制

白 岩
戸 田
白 岩

戸 田
白 岩産婦人科

●腎外来は第４水曜日
●午後は予約患者のみ
●第１・３・５木曜日午後は沼口○循 

青 嶋

濱
久 保 田久 保 田

青 嶋

中 村
久 保 田
川 村

１
２
３

小 児 科

彦 谷
齋 藤

彦 谷
齋 藤

彦 谷
齋 藤

彦 谷
齋 藤

彦 谷
齋 藤

１
２

眼 科

大 藏小出・神田小出・神田小 出大 藏脳神経外科
●月・木曜日の午後は小～
　高校生のみ診察（予約制）

竹 山
瀧 澤

竹 山
瀧 澤

竹 山
瀧 澤

竹 山
瀧 澤

竹 山
瀧 澤

１
２

耳鼻咽喉科

●性機能障害外来は
　月曜日午後２時～４時 （要予約）

柚 原
石 田

蟹 本
柚 原

柚 原
蟹 本

石 田蟹 本
石 田

１
２

泌 尿 器 科

渡 辺鈴 木鈴 木渡 辺鈴 木皮 膚 科
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
１
２

歯科口腔外科

沼 野沼 野沼 野沼 野CAPD外来
小幡・御室柚木・御室小幡・柚木柚木・御室小幡・御室麻 酔 科

［専門別記号］
◯総 －総合診療　　　
 ◯新 －新患　　　　　 
◯腎 －腎臓・膠原病　
◯糖 －糖尿・代謝　　
◯神 －神経　◯血 －血液

●入院患者さんへの面会時間　午後２時～午後７時

一般・不妊
妊 婦
午後診


